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次  第 

（協議又は調整が

行われた事項） 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 教育長挨拶 

４ 協議・調整事項 

（１）松伏町教育大綱の改正について 

（２）令和４年度における町内小中学校のいじめの発生状況につい 

  て 

５ 閉会 

配布資料 ・令和５年度第１回松伏町総合教育会議次第 

・令和５年度第１回松伏町総合教育会議出席者名簿 

・資料１ 松伏町教育大綱の改正について 

・資料２ 令和４年度いじめの認知件数と解消件数 

・資料３ 令和４年度長期欠席者の状況 

・松伏町総合教育会議運営要綱 

・松伏町総合教育会議傍聴要綱 

・松伏町総合教育会議傍聴要綱運用基準 

議事録作成者 企画財政課総合政策担当 主任主事 渡邊 大輔 

 



協議又は調整の要旨 

議事 発言者 発言内容・決定事項 

１ 開会 事務局 会議の開会を宣言 

２ 町長挨拶 町長 町長の挨拶 

３ 教育長挨拶 教育長 教育長の挨拶 

４ 協議・調整事項 

会議録署名人の確認 事務局 会議録署名人は、町長部局側で町長と教育委員会

側で田口委員の２名となる旨を報告する。 

総合教育会議の趣旨

説明 

事務局 ・総合教育会議は平成２７年の教育委員会制度の

変更により、全ての地方公共団体に設置された。 

・地方公共団体の長と教育委員会が十分な意思疎

通を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共

有することで、より一層民意を反映した教育行

政の推進を図ることを目的としている。 

・教育大綱の策定をはじめ、教育の条件整備など

重点的に講ずべき施策について協議・調整事項

とするほか、いじめや体罰など児童生徒等の生

命・身体の保護等緊急の場合に講ずべき措置に

ついても協議・調整事項とするものと定められ

ている。 

（１）松伏町教育大綱

の改正について 

事務局 協議・調整事項の進行は、会議招集者である町長

に依頼する。 

町長（議長） 次第 ４ 協議・調整事項の（１）松伏町教育大

綱の改正について事務局より説明を求める。 

事務局 （資料１に基づいて説明） 

・現在の松伏町教育大綱の計画期間は、松伏町第

５次総合振興計画の基本計画との整合性を図っ

ており、後期基本計画の終期である本年度まで

となっている。 

・そのため、令和６年度に向けて教育大綱の改正

を検討していく。 

・教育大綱策定の考え方については、第５次総合

振興計画の教育に関する施策に基づき、様々な

教育行政を推進している。 

・松伏町教育委員会では、第５次総合振興計画に

掲げられた将来像の達成に向け、課題の解決や

指標を達成するために、毎年度松伏町教育行政

重点施策を策定している。 



・松伏町教育行政重点施策が法の求める大綱の趣

旨に最も合致していることから、これをもって

教育大綱を策定した。 

・要改正事項については、令和６年度を始期とす

る松伏町第６次総合振興計画の策定に合わせて

教育大綱の改正を行うため、第６次総合振興計

画とのすり合わせが主な改正事項となる。 

・今後のスケジュールについては、令和６年２月

を目途に第６次総合振興計画の策定方針とのす

り合わせを行い、今年度中に改正案を作成し、

次回以降の総合教育会議の議案としたい。 

町長（議長） ・質問等を求める。 

構成員 【意見・質問なし】 

（２）令和４年度に

おける町内小中

学校のいじめの

発生状況につい

て 

町長（議長） 次に、４ 協議・調整事項の（２）令和４年度

における町内小中学校のいじめの発生状況につい

て事務局より説明を求める。 

事務局 （資料２及び３に基づいて説明） 

・資料２は、令和５年３月に実施した「児童生徒

の問題行動不登校等生徒指導上の諸課題に関す

る調査」結果をもとに作成した。 

・令和４年度の松伏町のいじめ認知件数は、小学

校４６６件で前年度より、８５件増、中学校７

８件で前年度より４７件増、小・中学校全体で

は５４４件で前年度より１３２件増となった。 

・認知したいじめの解消件数は、小学校で３２１

件、中学校で６３件、松伏町全体では３８４件

が解消。１６０件は解消に向けて取組中となっ

ている。いじめが解消している状態とは、国が

作成している「いじめ防止等のための基本的な

方針」で、資料２表外に記載した状態になって

いると定義されている。 

・解消に向けて取組中となっている１６０件は、

全ての保護者へ連絡や子どもたちへの指導を終

えており、現時点では解消の状態となってい

る。 

・資料２の２ページ、いじめ認知件数の学年別の

状況については、これまでは、小中学校ともに

１・２年生の認知が多い傾向であったが、令和



４年度は小学４年生も同等に多くなっている。 

・資料２の３ページ、認知したいじめの４３．

６％が、「ひやかしやからかい」であることが

分かる。こうした行為がやがて叩くことや蹴る

ことに発展していくと考えられている。 

・重大事案については、松伏町での発生はなかっ

た。 

・小中学校でのいじめの認知及び事後の対応につ

いては、丁寧に取り組んでいるところである

が、引き続き関係者と連携を図りながら取り組

んでいきたい。 

・次に、資料３は、令和４年度の長期欠席者の割

合を示したものである。長期欠席児童生徒と

は、同一年度内に３０日以上欠席した児童生徒

と定義されており、出席停止や家庭の事情等も

含まれている。 

・小学校の長期欠席児童は７２件で、前年度と比

較して２６件の増であった。中学校の長期欠席

生徒は６９件で、前年度と比較して１６件の増

となった。 

・長期欠席児童生徒のうち、不登校児童生徒の割

合は小学校では０．３５％の増、中学校では、

０．３１％の増となっている。 

・長期欠席の児童生徒は年々増加傾向である。傾

向としては、高学年だけでなく、低・中学年の

増加が見られる。これについては、コロナ禍の

間、幼稚園や保育園等に通っていた子どもたち

が、小学校に入学してきたが、コロナ禍での生

活で毎日規則正しく通園できないことや、その

上小学校という生活環境が大きく変わることが

重なり、様々な困り感を抱えた子どもたちの不

適応が出てきていることも考えられる。 

・今年度は重点取組の一つとして小中学校の更な

る連携を進めていきたいと考えている。令和４

年度に作成したアセスメントシートを活用し、

明確な視点をもって子どもたちを見取り、つな

げていきたい。 

・また、不登校の児童生徒が抱える困り感に対



し、ユニバーサルデザインの視点をもった授業

改善や学級経営、相談を進めていきたい。 

・これまで説明した小中学校連携や個々の支援に

おいては、松伏スタンダードを作成し、チェッ

クポイントとして明記し、全ての教職員がこの

視点をもって取り組んでいくことになってい

る。 

・不登校児童生徒については、教育相談室や適応

指導教室への利用者も増加している。子どもた

ちが安心して過ごせる居場所づくりや不登校を

生まないための未然防止の取組など、様々な機

関と連携を図りながら取り組んでいきたい。 

・また、教育相談の受入れについても、学校や適

応指導教室など、様々な機関に加え、難しい事

案については、教育委員会でも関わり、相談を

行っていきたい。 

・昨年度末には、松伏町全児童生徒に「今抱えて

いる困り感」や「希望する相談方法」につい

て、また教職員には「現段階での教育相談体

制」についてアンケートを実施した。生徒は

様々な困り感を抱えているが、それを聞いても

らえる場所が学校以外に求めているケースが多

かった。 

・これを受けて、今年度、子どもたちに配布して

いるタブレット端末に相談窓口のパンフレット

を送付するのとともに、８月・９月にメールで

の相談受付を試みたいと考えている。ここでの

実証実験をもとに、今後の体制を改めて検討し

ていきたい。 

町長（議長） ・質問等を求める。 

委員 ・不登校児童や保護者に対する支援を行っている

ことは、説明を聞いて理解できたが、様々な取

組を行っている中、現在も達成できていない原

因は何かあるか。 

事務局 ・一点目として、子どもたちのニーズとして多い

のが、対面での相談がしづらいことからインタ

ーネットやメールなどのオンライン上での相談

を希望する声が多い状況であるが、これを受け



る相談員の人員不足が挙げられる。加えて、そ

ういったオンライン上での相談件数がどれほど

寄せられるのか目途が立っていないことから、

実証に踏み込めずにいる。しかし、子どもたち

が「誰かに相談したい」、「相談すればなんとか

なる」という希望を叶えるため、いち早くシス

テム構築を目指していく必要があると考える。 

・二点目は、中学校で不登校となったが、小学校

から困り感を抱えている児童が多い印象であ

る。しかし、小学校には教育相談室が設置され

ていない現状である。実際に私自身が小学校に

勤務していた際には、「リソースルーム」を設置

し、相談を受け付けていたが、有効な手段の一

つであったと認識している。そのため、中学校

と同様に小学校にも相談室の設置やそこに常駐

する教職員等の配置等が課題であると考える。 

委員 ・説明いただいた二点の課題については、SNSな

どのオンライン上の相談並びに対面での相談を

受け付ける相談員不足が共通して言える。これ

は、人員はいるが、予算がないなどの状況であ

るか。やはり、町がしっかりとした予算を付け

ることで、専門知識を有した人材が教育関係に

投与できるのではないか。各所に予算がないた

め動けないとの現場の意見を聞く。全国各地で

不登校児童が増加している中で、予算が取れな

いというのは、大きな問題であると考えている。 

町長（議長） ・予算の部分を含めて現場の状況について質問し

たい。予算がない部分については、相談員の予

算がないのか。また、SNS相談などについては、

業務用のスマートフォンはないのか。 

事務局 ・学校の共通スマートフォンはない。緊急の連絡

の際には、プライベート用のスマートフォンを

活用することもあるかと思う。 

町長（議長） ・個人のプライベート用スマートフォンを活用し

ているとのことであるが、福祉関係も含め番号

等を相談相手に安易に教えてしまうと今度は、

職員側が疲弊してしまい、休む時間がなくなっ

てしまう。そういった点を鑑みて業務用のスマ



ートフォンを導入することも対応策の一つであ

るかと考える。 

事務局 ・ストレスなどを鑑みると必要である要素と認識

した。教育部局を含めて、検討していきたい。 

委員 ・不登校問題については、保護者の教育に関する

考え方をしっかりと構築する必要があるのでは

ないかと考えている。資料３の親が無理解・無

関心であるとの項目である「その他」が多い状

況から言えることであるが、教育現場では、様々

な工夫や考え方が浸透して生きているが、家庭

では遅れている印象である。不登校などの問題

は学校に任せっきりになるのではなく、家庭の

保護者による教育が重要であると考える。そう

いったことが表に出てこないと結果に繋がらな

いのではないかと考える。 

町長（議長） ・親の特徴や考え方についていくつか分類・分析

することは可能であるか。例えばコロナ禍では

保護者自らが学校に行かなくてよいと考える保

護者もいたこと、また、保護者が一生懸命に子

どもに向き合ったけれどもどうしようもなかっ

た事例などいくつか分類することは可能である

か。 

事務局 ・業務上相談を受けている場面のみでの印象とは

なるが、一生懸命子どもと向き合ったが思うよ

うにいかずに疲弊してしまった保護者や、保護

者自身も学校が嫌いであったことから、子ども

に対しても学校は必要でないと判断する保護者

もいる。また、子どもたちの発達障害に対する

フォローの仕方がわからないなどが挙げられ

る。 

委員 ・家庭の責任が大きいと思うが、特別支援学級に

在籍する児童がこの１０年間で２倍に増加し

た。児童生徒が減少しているにも関わらず増加

している状況であることから保護者のみならず

教職員の対応についても困難が増えていると考

えている。そのため、一概に家庭教育の重要と

して説明できない部分があると考える。 

・今回共有したいこととしては、ある日突然学校



に行きたくないと話し出した児童の保護者の嘆

きや悲しみなどの感情である。そういったこと

が日常になっていく辛さに対し、学校の先生が

寄り添っていくことが重要であると感じてい

る。少し前までは中学生が夜遅くまでゲームを

しているのが原因で翌朝起床することができ

ず、学校に行けない子どもに対し、自己責任で

あるといったしかり方をしていたが、その裏側

には発達障害などの問題を抱えている背景があ

ったのかもしれない。また、そういった子ども

は昼夜逆転することで自身の精神状態を守って

いることもあるのではないか。困っている児童

や保護者はたくさんいると感じるところであ

る。 

委員 ・いじめと不登校については、どこか関連できる

部分があり、いじめを受けてしまったことから

不登校になってしまったこともその一つではな

いかと考えられる。不登校児童を抱える保護者

の相談体制が整備されてきている状況であると

知れて、安心できる状況になってきている。 

・子どもの学習の場についても、学校以外で学べ

る場の発信を積極的にお願いしたい。 

・いじめや不登校の被害者が数年後社会人になっ

た際に、経済的な活動に参加できなくなってし

まう状況もある。また、不登校児童の保護者は、

心配であるため、働きたくても働けない状況で

あるため、児童と保護者どちらも安心して生活

できるような環境づくりの整備をお願いした

い。 

・また、子どものコミュニケーション能力の低下

の問題については、先生がそこに注力しすぎて

しまい、先生が疲弊し、離職率が上がっている

ことが全国的に問題になっている。先生のみな

らず地域やボランティア、専門家など幅広く相

談できる場を整えていただけるようお願いした

い。 

委員 ・いじめや不登校関係の数値について説明があっ

たが、これを見ている限り、先生方は大変な苦



労があることと想像できる。特にいじめの関係

で資料３の表外の不登校の具体例にあるとお

り、心の壁や非行グループに属するなど、問題

が多様化している。町としては具体的にどのよ

うな取組を行っているか。また、先生のマンパ

ワーによる施策でなく、こういった取組ができ

れば、効率的に支援できるというような施策が

あれば教えていただきたい。 

事務局 ・いじめに関しては、子どもたちから相談があっ

た時に「その程度」などと安易に思うのではな

く、どうしたらよいかなど子ども目線での相談

を受け付けるように配慮するように各学校の先

生に対し、伝えているところである。 

・子どもたちに関しても自分と違った考え方を認

め合い、共に生きていく心の教育が重要である。

これは、特別支援教育に繋がってくるが、道徳

の授業を含めて丁寧に教育していきたい。 

・一番心配しているのは、児童が成長することに

伴い、いじめなどの問題が表面に出てこないこ

とを懸念している。小さい子どもは嫌なことが

あった時にすぐに訴えてくれるが、成長するこ

とで自分の立場や、保護者を心配して寡黙にな

ってしまう児童がいる。そういった児童の困り

感をどう引き出していくのかなど工夫して支援

していきたい。 

委員 ・現在行っている取組以外に、お金はかかってし

まうが、導入することでより効果が期待できる

ような施策等はないか。 

事務局 ・子どもたちが我慢をしている状態が一番よくな

いため、子どもたちが安心して過ごせる場所を

作ってあげることが必要であると考えている。 

町長（議長） ・最近読んだ本によれば、ここでは、子どもをほ

めない教育を推奨している。例えば雨が降りそ

うになった時に子どもが率先して洗濯物を取り

込んだ時の親が子どもに対する接し方として、

「よくできたね」と言うのではなく、「君がいて

くれて助かった」と伝える。これは集団の中で

の存在意義を育む教育である。褒めて育てすぎ



てしまうと、褒めてくれる人物がいないと何も

やらない考え方になってしまう。こういった考

え方の中でクラスという集団生活の中で一人一

人の存在意義を育む教育を展開していくことが

重要であると考える。 

委員 ・日本では勉強の機会を与えることに焦点があた

るけれども、そういった視点も重要かもしれな

い。 

町長（議長） ・最近読んだ本には、現在教育は学校の中で順番

付けをすることが主になってしまっており、社

会に出た時の評価されるための順番付けのトレ

ーニングとなってしまっている。そういった中

で振るい落されてしまった子どもたちを救って

あげるような考え方も必要であるとされてい

る。 

委員 ・子どもたちには、ヘルメット着用を促している

が、一度先生などの目から外れてしまうとヘル

メットを外す子どもたちがいる。そういった子

どもたちに「なぜ」というような問いかけをし

ていくことが重要であると考えている。いじめ

に関しても、なぜそういったことをしたのかな

どの理由の深堀をしていくことが重要であると

思う。 

町長（議長） ・被害者の傷ついた気持ちに比べて、加害者の理

由は些細なことであり、すぐに忘れてしまうた

め、そういった問いかけは重要であると考える。 

委員 ・聞かれることで、加害者の意識づけに繋がる。

先生に怒られた結果だけでなく、なぜ怒られた

のかなどの理由に着目した考え方を養える教育

を注視したい。 

・また、親の会の具体的に開催時期について決ま

っていれば教えていただきたい。 

事務局 ・検討段階であるが、保護者からの意見が多数上

がっていることもあるため、早めの実施を心が

けていく。 

委員 ・親の横のつながりが希薄であること、また保護

者が学校に対する不信感を持っている方もいる

ため、そういった場所の整備は必要であると考



える。 

構成員 【意見・質問なし】 

町長（議長） ・協議調整事項について終了する。進行を事務局

へ戻す。 

５ 閉会 教育長職務代

理者 

会議の閉会の挨拶 

事務局 ・次回の会議開催については、１０月の定例教育

委員会終了後に会議を開催したいと考えてい

る。 

・終了し散会 

 

 

上記記載事項は、令和５年６月２１日松伏町役場２０１会議室において開催した、令

和５年度第１回松伏町総合教育会議の内容を記録したものに相違ないことを認め、ここ

に署名する。 

    

         令和 ５ 年 ７ 月 24 日 

 

 

           署名人の職・氏名  町長        鈴木  勝                    

 

 

           署名人の職・氏名  教育長職務代理者  田口 嘉則                 

 


